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Ⅰ 調査の概要 

 

【調査の目的】 

子どもが家族のケアやお手伝いをすること自体は本来立派なことであるが、年齢や成長

の度合いに見合わない重い責任や負担を負うことで、本人の育ちや教育に影響があると

いった課題がある。 

ヤングケアラーは、家庭内のデリケートな問題であることや、本人や家族に自覚がない

ことなどから、支援が必要であっても表面化しにくく、早期発見や支援に繋がりにくいと

いった構造となっている。 

子どもの健やかな育ちを支えていくため、家庭における家族の世話の状況や生活上の悩

み、支援ニーズ等を把握し、ヤングケアラーの早期発見と支援策の検討を行うための基礎

資料にすることを目的として実施した。 

【調査対象】 

・ 公立小学校及び県立特別支援学校に通う５年生・６年生の児童 

・ 公立中学校、県立高等学校、県立中等教育学校及び県立特別支援学校に通う中学１

年生～高校３年生に該当する生徒 

【調査方法】 

・ 質問項目は令和２年度及び３年度に実施された国の調査を基本として設定 

・ １人１台端末を用いて、専用Ｗeb サイト上で回答する方法で実施 

【調査期間】 

令和４（2022）年７月５日～７月 20 日（16 日間）の任意の日 

【回答状況】 

調査対象 回答状況 

学   年 児童・生徒数 学校数 回答数 回答率 

①小学生 20,274 人 280 校 17,681 人 87.2％ 

 小学５年生 10,200 人 
280 校 

8,934 人 87.6％  

 小学６年生 10,074 人 8,747 人 86.8％  

②中学生 29,444 人 138 校 26,044 人 88.5％ 

 

中学１年生 9,888 人 

138 校 

8,947 人 90.5％  

中学２年生 9,662 人 8,463 人 87.6％  

中学３年生 9,894 人 8634 人 87.3％  

③高校生（全日制） 21,534 人 66 校 18,444 人 85.7％ 

 

県立高校１年生 7,414 人 

66 校 

6,476 人 87.3％  

県立高校２年生 6,878 人 5,762 人 83.8％  

県立高校３年生 7,242 人 6,206 人 85.7％  

④高校生（定時制・通信制） 562 人 10 校 326 人 58.0％ 

合   計 71,814 人 494 校 62,495 人 87.0％ 

  注：①～③は中等教育学校及び特別支援学校の児童・生徒を含む。 
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【報告書の見方について】 

（１）集計は小数点以下第２位を四捨五入している。そのため、回答比率の合計は必ずし

も 100％にならない場合がある。 

（２）２つ以上の回答を可能とした（複数回答）質問の場合、その回答比率の合計は 100％

を超える場合がある。 

（３）数表、図表、文中に示す「Ｎ」は、比率算出上の基数（標本数）である。 

（４）小学生及び中高生の結果を併記するにあたり、設問文及び選択肢は、中高生用の文

章を採用している。 

（５）図表中においては見やすさを考慮し、回答割合が極端に少ない数値（例：0.0％、

0.1％など）は、図と干渉して見えにくい場合などに省略している場合がある。また、

複数回答の図表中においては、見やすさを考慮し、回答割合の高い順に並べ替えて表

記している場合がある。 

（６）この他、個別に参照事項がある場合は、本報告書の該当箇所に適宜記載した。 
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Ⅱ 回答者の属性 

 

１ 性別 

問２ あなたの性別をお答えください。（○は１つ） 

 

回答者の性別構成比は、「男性」「女性」共に半数程度を占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学生、中高生共に、世話の相手が「父母」や「複数人」の場合、「男性」の割合が高

く、世話の相手が「きょうだい」の場合、「女性」の割合が高くなっている。 
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48.8

47.8

51.2

48.0

48.3

49.8

42.6

2.9

2.9

2.4

6.1

凡例（％）

小学生(N=17,681)

中学生(N=26,044)

高校生（全日制）(N=18,444)

高校生（定時制・通信制）(N=326)

男性 女性 答えたくない

＜世話をしている家族別＞ 

65.5

51.8

47.9

62.8

67.1

48.7

42.3

53.9

32.8

47.3
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34.8

30.1

47.6

53.0

39.5

1.7

0.9
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凡例（％）
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複数人(N=250)

父母(N=219)

祖父母(N=187)

きょうだい(N=659)

複数人(N=152)

男性 女性 答えたくない

小
学
生

中
高
生
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２ 同居家族 

問４ あなたは、誰と一緒に住んでいますか。（あてはまる番号すべてに○） 

 

同居家族については、「母親」が９割程度と最も高く、「父親」は小学生、中学生及び高

校生（全日制）では８割程度、高校生（定時制・通信制）では６割程度となっている。 
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小学生、中学生及び高校生（全日制）では「ひとり親家庭」は約２割、高校生（定時制・

通信制）では３割程度となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高校生（全日制）では、世話をしている家族が「いる」人は「いない」人に比べて、「三

世代世帯」「ひとり親家庭」の割合が高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜家族の世話の有無別＞ 

＜家族構成＞ 
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高
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３ 健康状態 

問５ あなたの現在の健康状態はいかがですか。（○は１つ） 

 

健康状態については、小学生、中学生及び高校生（全日制）では約５割が「良い」、約

２割が「まあ良い」と回答しているが、高校生（定時制・通信制）では「良い」が３割程

度、「まあ良い」は２割程度となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

中学生及び高校生（全日制）では、世話をしている家族が「いる」人は「いない」人に

比べて、「良い」の割合が低く、「あまり良くない」が高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜家族の世話の有無別＞ 
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42.9

50.5

38.5

34.7

18.5
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小学生、中高生共に、平日の世話に費やす時間が３時間以上の人は３時間未満の人に比

べて、「良い」「まあ良い」の合計割合が低くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヤングケアラーに「あてはまる」人は「あてはまらない」人に比べて、「良い」「まあ良

い」の割合が低く、「あまり良くない」が高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜平日の世話に費やす時間別＞ 

＜ヤングケアラーの自覚別＞ 

55.4

49.2
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36.3

49.3
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20.1

20.8

21.6

23.9
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19.4

22.1
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4.3
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３時間未満(N=1,014)
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中
高
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